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1
新
規

○

移
住
・
定
住

しらかわ次世代チャレンジ事業 白河市 ソフト 12513 9383

若年者層の市外流出や雇用のミスマッチによる人手不足の解消、また物
価高騰による冷え込んだ消費の喚起および販売促進、さらには高齢化や
担い手不足が進む農業を持続可能な産業とするための担い手確保、雇
用創出を図った。
○人材確保・定着支援
　・しらかわLAB事業の実施による若者の定着支援
　・しらかわビジネススクール事業の開催による新規創業者支援
　・UIJターン促進事業の実施
○農業支援事業
　・農産物ブランド白河しろもの事業の実施（認証食品ガイドブックの作
成）
　・農業経営アカデミー事業の実施

R6.4.1～R7.3.28 白河市

2
新
規

○

移
住
・
定
住

矢吹町関係人口創出事業 矢吹町 ソフト 5407 4054

首都圏の若者を中心にツアーへの参加を通して矢吹町を体感してもらう
ことで関係人口を創出し、将来的な移住者増加を図った。
〇「矢吹町体感ツアー」の開催
　【農】カブトエビ農法の田植えや稲刈り体験
　【巡】移住者向け街歩きマップの制作、町内の回遊（街歩きマップ2,000
部発行）
　【関】生産に関わった「カブトエビ米」の首都圏向けＰＲの企画・PRイベン
トへの参加

R6.4.1～R7.3.31 矢吹町

3
新
規

○
見て！来て！知って！村の魅力
発信事業

鮫川村 ソフト 7587 6067

鮫川村が誇る「里山の原風景」を後世に受け継ぐため、景観美化活動を
行うとともに、これまで村民が継続して培ってきた“美しいもの”をこれから
も「見て」「来て」「知って」もらう機会を創出し、関係人口・交流人口の拡大
を図った。
○里山景観維持保全活動（R6.5.1～R7.2.28）
〇さめがわの日常写真展事業（R7.2.8～R7.2.9開催・131名来場）
○さめがわ便り発信事業（R6.4.11～R7.2.28開催）
○「さめがわの美しいものマルシェ」事業（R6.9.15開催・2,800名参加）

R6.4.1～R7.3.14 鮫川村

4
継
続
2

○ インバウンド再スタート事業
ふくしま県南観光推
進協議会

ソフト 4502 3600

令和4年10月より海外からの個人旅行の受入が解禁になった現在、積極
的なインバウンド受入を行うため、効果的かつ効率的なプロモーションを
実施。
○「大台南国際トラベルフェア2023」への出展（R6.11.14～R6.11.17開
催・20,000人来場）
○台湾夜市の開催（R6.9.28～R6.9.29開催・計5,000人来場）

R6.5.1～R6.12.26 県南地方9市町村

5
継
続
3

○ ○

移
住
・
定
住

持続可能な地域づくり推進事業 西郷村 ソフト 12846 9633

持続的な地域づくりを行うために、農業と防災、移住の観点からアプロー
チを行った。農業については地域と大学が連携し持続可能な農産物づく
りのための施策を実施し、防災については地域の住民の防災意識を高め
る取組を行うことで安全な地域づくりをめざした。移住については、受入体
制の構築を実施。
○持続可能な農産物づくりのための商品開発
○安心安全な生活づくりのための防災意識の啓発
○地域の担い手確保のための施策

R6.4.1～R7.3.31 西郷村
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6
継
続
3

○ 棚倉町魅力向上事業 棚倉町 ソフト 8884 6375

棚倉町の魅力ある歴史・文化遺産等を発信するとともに、町内外の方が
集まるイベントを開催することで交流人口の拡大を図った。
○町内周遊スタンプラリー事業
○イベント事業の開催（「たなぐら”まるごと”フェスタの開催）
○メディアを活用した情報発信事業（新聞、雑誌等活用）

R6.4.15～R7.2.25 棚倉町

7
継
続
3

○
自転車のある風景Vol.3
－サイクリストと歩行者が共生す
る町はなわ－

塙町 ソフト 5472 4104

町外、県外からサイクリスト集まりつつあるなか、サイクリスト受入体制をつ
くるために地域住民が自転車に対する理解を深化させ、かつ地域住民が
主体的にサイクリングイベントに参画する事業を実施。
○地域住民が主体となったサイクリングイベント
・久慈川サイクリング等
○サイクリストへのプロモーション
・プロチーム等の合宿誘致
○地域住民に対する自転車活用推進周知

R6.4.1～R7.3.20 塙町

8
継
続
3

○

移
住
・
定
住

定住自立圏　ご縁から移住へプ
ロジェクト

「ふれあいの場」創出
事業実行委員会

ソフト 5396 3880

人口流出により県内の人口減少が問題となる中、県外に転出した女性や
県外女性をターゲットとし、県南地域の魅力を発信。
結婚という観点から県内への移住を促進した。
○対面型婚活イベントによる移住促進
○「世話やき人」「県南ご縁結び隊」を活用したセミナーの開催

R6.4.1～R7.3.14 県南地方9市町村

9
継
続
3

○
みんなでつくる
奥久慈街道ブランド魅力アップ・
プロジェクトVol.3

東白川サイクリング
推進会議

ソフト 9939 7872

「奥久慈街道」というブランドが対外的に認知されるようになり、交流人口・
関係人口が創出されつつある。そのような状況で継続的な自転車活用に
よる地域振興を行う為に地域住民の理解を深め、地域住民主体の活動
へシフトさせる施策を実施。
○地域住民参加型のサイクリングイベントの開催
○SNS等による情報発信

R6.4.1～R7.3.31 東白川郡４町村

10
新
規

○

健
康
長
寿

にしごう地域まるごと健幸事業 西郷村 ソフト 6581 4762

普段運動する習慣がない高齢者に対して、運動を始める契機や健康に
対する意識づけをし、生活習慣の改善や介護予防・健康寿命の延伸に
繋げ、高齢者が自助と互助で長く活躍できる地域社会の推進を図った。
また、世代を超えた交流を図り、地域の催しへの参加促進にもつなげ、健
康づくりによる地域の発展を推進。
○シニア体力測定会の開催
○元気からだ塾（講演会）の開催
○シニア活動支援事業
○介護予防サポーター養成講座
○お元気運動教室、いきいき教室

R6.4.1～R7.3.31 西郷村 健康関連事業
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11
新
規

健
康
長
寿

矢吹町高齢者いきいき健康づくり
事業

矢吹町 ソフト 10156 4906

進行する高齢化により、閉じこもりの増や認知症の進行、生活習慣病の割
合増が課題となっている。高齢者の生きがいづくり、疾病・重症化予防、
生活習慣の改善等を目的とした健康づくり事業を展開し、健康寿命の延
伸へ取り組んだ。
○ヘルスアップ教室（延べ3,263人参加）
　　・運動プログラムの提供
　　・栄養改善のための健康セミナーの開催
○ふれあい＊いきいきサロン（月１回開催・延べ3,938人参加）
　　・健康講座、健康体操（歌体操、脳トレ、リフレッシュ体操等）、ヨガ、町
内にある様々なコミュニティとの交流等

R6.4.1～R7.3.31 矢吹町 健康関連事業

12
新
規

○

健
康
長
寿

地域力を活かしたいきいき元気な
暮らし創出事業

鮫川村 ソフト 2464 1971

これまでは村が主体的に行ってきた介護予防事業を、地域力を活かし、
高齢者と同じ地域に住む住民が自ら、通いの場の運動サポーターとして
協力することにより、顔と顔がつながる関係でフレイル予防、認知症予防
に取り組み、持続可能な体制づくりの構築を図った。
○介護予防事業
　・運動サポーターによる「筋力づくり教室」の開催
　・運動サポーターの指導支援
○認知症予防インストラクター養成事業

R6.4.1～R7.3.31 鮫川村 健康関連事業

（県南地方振興局） 12件 91747 66607累計


